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新
人
戦
を
終
え
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
意

思
統
一
を
す
る
こ
と
で
す
。
ベ
ン
チ
で
は
、

マ
ス
ク
着
用
・
応
援
は
無
し
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
チ
ー
ム
で
ま
と
ま
っ
て
試
合
を

す
る
か
と
考
え
た
時
に
、
全
員
で
意
思
統

一
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ッ
プ
の
時

か
ら
ば
ら
ば
ら
で
、
統
一
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
も
う
一
回
最
初
か
ら
ア
ッ
プ
を
し

た
り
し
て
試
合
に
挑
み
ま
し
た
。
一
試
合

目
は
緊
張
し
て
思
う
よ
う
な
プ
レ
イ
が
で

き
ず
、
最
低
な
勝
ち
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。
二
試
合
目
は
、
前
に
出
た
課
題
を
修

正
し
て
の
ぞ
み
ま
し
た
。
初
回
か
ら
ミ
ス

無
し
で
切
り
抜
き
、
意
思
疎
通
良
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
惜
し
く
も
四
対

七
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
全
員
で

自
分
の
最
大
限
の
力
が
出
せ
た
試
合
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
日
間
で
出
た
課
題

を
次
の
地
区
大
会
ま
で
に
無
く
し
、
絶
対

に
優
勝
し
た
い
で
す
。
今
後
の
目
標
と
し

て
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
ボ
ー
ル
球

に
手
を
出
さ
ず
、
甘
い
球
だ
け
を
打
ち
、

守
備
で
は
、
変
な
と
こ
ろ
で
ミ
ス
を
せ
ず
、

「
県
ベ
ス
ト
８
」
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

ソフトテニス部 １組 渡部紅羅々

新人戦を終えて学んだことは、自分はストロークが苦手だということです。うまい人は

足を使い、面を意識しているんだということを、たくさん見て知ることができました。

感動したことは、団体戦の最後、白鷹に負けていて悪い流れが続いていましたが、それ

をどうにか乗り越えようと思い、ペアの友紀菜さんと声をかけ合い、「挽回してやる」とい

う気持ちで戦い、点をとって最後には勝って終われたことです。とても感動しました。こ

の新人戦に向けて、私は部活動を本気で行ってきました。平日は１時間という短い時間で

やれることは全力でやり、休日は平日より少し長い時間で私の課題であるストロークを毎

日頑張ってきました。団体「３位」、個人戦「ベスト８」本当にうれしかったです。これか

らも、部活動を頑張っていきたいです。

ソフトテニス部 １組 星友紀菜

私は今回の新人戦は、去年よりも悪い結果になるだろうと１週間前までは思ってい
ました。ですが、いつものみんなの練習を見ていると、本気度が違うように感じまし
た。「ベスト８とろう！」「団体３位に絶対入ろう！」「今年はたくさん勝とう」などと
みんなが声をかけ合っている姿を見て、今年のみんなは違うんだ、私も頑張ろうと思
いました。本番当日は、他の学校も強くなっているだろうし、本当に勝てるのか不安
がたくさんありました。そんな中、みんなはニコニコ笑って、いつも通りでした。「そ
うだ、いつも通りにすれば怖くない。」そう思い、試合を始めました。結果は団体戦３
位ですが、私と紅羅々さんのペアは、２位の長井南中にも勝てました。とてもうれし
くて、跳び上がりました。個人戦は、シードからの出場でした。１戦目は勝つことが
できました。しかし、２戦目は勝てませんでした。悔しさもありますが、「次の大会で
は負けない！」という気持ちができました。この気持ちは、最後まであきらめずに取
り組めたからだと思います。
私はこの大会で、最後まであきらめないこと、仲間を信じ、努力し続けることは、

良い結果を迎えられることを学びました。
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て
私
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た
く
さ
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課
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一
つ
目
は
、
ド
ラ
イ
ブ
を
打
つ
こ
と

で
す
。
私
は
練
習
で
は
ド
ラ
イ
ブ
か
ら

ス
マ
ッ
シ
ュ
の
練
習
を
し
て
き
ま
し

た
。
朝
の
練
習
で
も
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
す
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こ
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が
で
き
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、「
こ

れ
で
大
丈
夫
！
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
で
も
い
ざ
試
合
に
な
る
と
、

ド
ラ
イ
ブ
を
打
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
ネ

ッ
ト
に
引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
ボ
ー

ル
を
打
つ
こ
と
し
か
頭
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
相
手
の
人
は
ド
ラ
イ
ブ
を
打

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
部

活
の
時
に
す
る
試
合
で
も
ド
ラ
イ
ブ
を

打
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

二
つ
目
は
、
サ
ー
ブ
で
す
。
試
合
の

時
に
は
、
サ
ー
ブ
を
同
じ
も
の
し
か
使

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
サ

ー
ブ
を
す
る
と
き
は
横
回
転
も
使
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

私
は
今
回
、
小
国
中
の
人
に
三
対
二

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
、

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

た
の
で
、
一
つ
一
つ
意
識
し
て
次
の
試

合
ま
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

サッカー部 ２組 遠藤冬生

僕が新人戦で感じた事、学んだ事は２つあります。

１つ目は「人に対しての優しさ」です。１日目北中との試合があり、１対１の同点

のまま後半に入りました。開始早々、チームはオウンゴールをしてしまい、相手にリ

ードされました。その時他のメンバーは、「もう１点とれば大丈夫！」「気にするな！」

とみんなやさしい声がけをしていて、みんなのテンションも上がり、最後には１点返

す事ができ、優しさは大切だと思いました。

２つ目は、「他の学校の頑張り」です。今回の新人戦では、声出し、パス回しの速さ

が他の学校と比べ、全然できていなかった事です。１点とられてしまうと、みんなの

気力も下がり、声が出なくなります。そこが飯豊中の欠点だと思います。他の学校の

頑張りから学びました。

今後は、「練習は本番のように、本番は練習のように」を意識してみんなで楽しく、

声を出しながら練習に励んでいきます。


